
議案第３５号資料 
 

令和３年度 
南山城村一般会計補正予算（第７号）概要 

 

 

 

総務費 

 ・電算管理事業                         ６１６千円 

 

民生費  

 ・子育て世帯への臨時特別給付金事業            １２，０４０千円 

 

衛生費 

 ・新型コロナウイルス感染症予防対策事業（予防接種事業）  ２０，１４９千円 

 

 

 

補正額合計 ３２，８０５千円 



令和３年度一般会計補正予算（第７号）主要事項説明 

款（ 総務費 ）・項（総務管理費） 

事 業 名 電算管理事業 

予 算 額            ６１６千円 新規・継続の別 継続 

事業内容 

 

≪目的・趣旨≫ 

   新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）に対応するため、

健康管理システムの機能追加の改修を行う。 

 

 

≪実施内容≫ 

・接種券発行機能の追加 

接種券出力対象者の抽出、接種券番号の発番・管理、国が指定

する帳票〔接種券一体型予診票・接種済証・接種券（兼）接種済

証〕の出力 

・新型コロナワクチン接種記録管理機能 

  新型コロナワクチン３回目接種記録の管理 

・VRS 連携対応 

  VRS 接種記録の移出及び取込機能の IF 変更対応 

 

 

≪事業費の算出≫ 

【委託料】 ６１６千円 

・新型コロナワクチン接種体制確保に係る健康管理システム 

改修業務                  ６１６千円 

 

 

≪特定財源≫ 

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金 

                       ６００千円 

 

 

担 当 課 総務財政課 

 



令和３年度一般会計補正予算（第７号）主要事項説明 

款( 民生費 )・項(児童福祉費) 

事 業 名 子育て世帯への臨時特別給付金事業 

予 算 額      １２，０４０千円 新規・継続の別 新規 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、その影響によ

り苦しんでいる子育て世帯を支援する観点から、高校生までの子ど

もがいる世帯に対し、臨時特別の給付金を支給することにより、子

育て世帯に対する適切な配慮を行うことを目的とする。（令和 3年

11 月 19 日に閣議決定した経済対策により実施する事業） 

 

≪実施内容≫ 

 ・支給対象者： 

〇令和３年９月分（令和３年９月に出生した児童については、令 

和３年１０月分とする。）の児童手当の受給者 

〇令和３年９月３０日（基準日）において１５歳に達する日以後の

最初の３月３１日を経過した児童であって１８歳に達する日以

後の最初の３月３１日までの間にある者（配偶者を有している者

を除く。）を養育する者（所得額が児童手当法施行令第１条に規

定する額未満の者に限る。） 

〇基準日の翌日以後令和４年３月３１日までに出生した児童の父

母等（所得額が児童手当法施行令第１条に規定する額未満の者に

限る。） 

 
 

 ・対 象 児 童： 

〇令和３年９月分の児童手当に係る児童  

〇基準日において支給対象者に養育される高校生  

〇基準日の翌日から令和４年３月３１日までの間に出生した児童 

 
 

 ・給 付 額：対象児童１人につき５万円 

 

≪事業費の算出≫  

 【事業費】                １２，０４０千円 

   役務費：郵送料                ６０千円 

       振込手数料              ３０千円 

   委託料：システム改修費用        １，５００千円 

   扶助費：対象者 209 名×50,000 円    １０，４５０千円 

 

 【財源】 

   国庫補助金 (補助率 10/10)        １２，０４０千円 

 

担当課 税住民福祉課 



令和３年度一般会計補正予算（第７号）主要事項説明 

款( 衛生費 )・項( 保健衛生費 ) 

事 業 名 新型コロナウイルス感染症予防対策事業（予防接種事業） 

予 算 額 ２０，１４９千円 新規・継続の別 継続 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

・ 予防接種法附則第 7 条第 1 項の規定に基づき、新型コロナウイル

ス感染症に係る臨時の予防接種事業を実施する。 

実施対象は、南山城村に住所を有する 2 回目のワクチン接種から

原則 8 箇月以上経過した 18 歳以上の接種希望者に対して、3 回目の

追加予防接種を実施する。また、臨時接種の実施期間が令和 4 年 9

月 30 日まで延長されたことから、3回接種の実施と併せて新たに 12

歳となる対象者等についても接種可能な体制を確保するために必要

な整備を行う。 

≪実施内容≫ 

 ワクチン接種業務に伴う医師・看護師、予約コールセンター等の 

報償費  

 ワクチン接種に伴う集団接種を実施するための職員時間外手当等 

 ワクチン接種に伴う医薬材料・医薬消耗品の調達 

 ワクチン接種券案内・予約案内（ﾘﾏｲﾝﾄﾞ通知）に係る郵送費  

 集団接種会場における労災対応の保険料 

 ワクチン接種に係る送迎バス等の運行委託料等 

 集団接種会場設営に係るリース物品使用料 

 集団接種会場設営等に係る備品購入 

≪実施場所≫ 

南山城村文化会館 他 

≪事業費の算出≫  

【事業費】                 ２０，１４９千円 

 【職員手当等】               １，６４８千円 

 【報償費】                 ４，９４７千円 

【需用費】                   ７５６千円 

医薬材料・医薬消耗品の調達          

接種案内チラシ・消耗品            

 【役務費】送料等                ８６８千円 

 【委託料】ワクチン接種記録システム対応業務 ９，４３０千円 

ワクチン接種記録システム対応業務       

   ワクチン接種に係るむらタク送迎等委託業務   

 【使用料及び賃借料】              ５１０千円 

送迎用バス借上げ使用料等            

会場設備用品レンタル              

 【備品購入費】               １，９９０千円 

会場設営用備品購入等            

ワクチン保管用冷蔵庫備品購入  

≪特定財源≫ 
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫負担金・補助金 

                       １９，９２０千円 

担当課 保健医療課 


